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 ７月８日（水）に、地震などの災害を想定した引き渡し訓練を行いました。 

生徒たちは地震発生から避難するまで、喋らずスムーズに行動することができ 

ていました。地震だけではなく、火災や豪雨、火山災害など様々な非常時を想 

定しながら訓練を行っていきたいと思います。保護者・地域の皆様におかれま 

しては多くの方に訓練へご参加いただき、ありがとうございました。 

 

 

 

祈り 
校長 石川 鋭一郎 

 

 公立学校では、特定の宗教のための宗教教育や宗教的活動について、教育基本法第９条で禁止されていま

す。一方で、宗教に関する寛容の態度及び宗教の社会生活における地位は、教育上これを尊重しなければなら

ないと、同法で謳われています。この観点から、宗教について以下のことを述べたいと思います。 

現在わが国には、全国ほぼどの地域であっても、神社とお寺があります。異なる宗教施設ですが、共存して

います。また、慶事、弔事の折に触れ、神社やお寺にお世話になる風習があります。神社やお寺だけではなく、

教会や他の宗教施設でも、催し事に応じてお世話になる方もいらっしゃいます。 

また、わが国では八百万の神と称し、日本古来より森羅万象に多種多様の神の存在を感じ取る文化もありま

す。さらに、超人的な偉業をなしえた人には、「神○○」という呼称をつけることもあります。何と寛容なこ

とでしょう。我が国は決して宗教で戦争になったりすることはないでしょう。 

一方で、世界に目を向ければ、キリスト教、イスラム教など一神教を信じている人が多くを占めます。一神

教の良さは、「人間は神の下に平等である」という理念をもっているところです。この理念のもとに、キリス

ト教では「自由・平等・博愛」の思想が生まれました。この思想の下、弱者に対する慈善活動にも熱心であっ

たりします。 

大切なことは、信教の自由を尊重し、多様な宗教の良さを認め合っていくことだと思います。どの宗教にも

共通していることは、お祈りをするとき、姿勢を正し、心を清め、神様・仏様の前で自分の心と向き合うこと

ではないでしょうか。 

今年の夏は、感染症の影響で生徒たちも楽しみにしている新島村の宗教的行事も例年通りとはいきません。

しかし、宗教施設に参拝するときは、感染症の早期収束、豪雨の被災地で犠牲になられた方のご冥福と被災地

の早期復興を願いたいと思います。 

また、私ごとですが、以前友達と神社仏閣を参拝した時に、その友達に「今、何をお願いしたの」と聞きま

した。そうしたら、その友達から、「私は手を合わせるときは、お願いをするのではなく、『ありがとうござい

ます』と唱えるだけなんだよ。」と返されました。その時、あれこれお願いしていた煩悩だらけの私は反省さ

せられたことを覚えています。 

今年は、短い夏休みですが、生徒の皆さん、有意義な時間を過ごしてください。 
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７月２１日（火）の５、６時間目に生徒会レクを行いました。準備の段階から生徒会本部役員と中央委員会

を中心に意見を出し合い、新型コロナウイルス感染症の関係でなくなってしまった行事の分、みんなを盛り上

げるために一生懸命頑張っていました。当日もボール当て、サッカー、戦国雪合戦を通していきいきと活躍す

る姿を見ることができました。このような企画を考え、実践する生徒の姿を見ると、とても頼もしく、誇らし

い気持ちになります。先生たちも元気をもらえて、とても素敵な時間になりました。 
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８・９月の行事予定 

リレーコラム 

 
ぬいねえどう 
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目に見えない大切なこと 

チャレンジ学級担任 井上 大樹 

 新型コロナウイルス感染症の影響により、少しの油断もできない現状ではありますが、正しく恐れ、予防す

ることが大切だと思います。人との距離を保ちつつ、心の距離は離れないように心がけていきたいと思います。 

 さて、ここでは私の最も好きな本の１冊を紹介したいと思います。それは、サン＝テグジュペリの『星の王

子さま』という本です。この本は、本当に大切なものについて私に教えてくれました。物語のあらすじを簡単

に説明すると、宇宙のある小さな星に住んでいる王子さまが、けんかをしたバラを残して様々な星をめぐり、

地球にたどり着くという物語です。地球で王子さまは、きつねから「心で見なくちゃ、ものごとはよく見えな

いってことさ。かんじんなことは目に見えない」と秘密を教えられます。この物語にある「かんじんなこと」

とは人が誰かを思いやることや時間と労力をかけて絆を結ぶということでした。私はそこから、物があふれて

いる今の時代にあって、目に見えない友達との絆や相手を尊重し思いやる気持ちなどが本当にすばらしく、大

切なものであると学ぶことができました。皆さんにも目には見えないけれど、決してなくならない大切なもの

をたくさん見つけてつかみ取ってほしいです。遠くにあるものを探すよりは、まず日常の中にある目には見え

ない思いやりの気持ちなどを見つけて、それに対して嬉しいと喜べるような、そして感謝できるような１日１

日を送っていきたいですね。 

９月前半 

５日（土）道徳授業地区公開講座 

     小学生部活動体験 

７日（月）生徒朝礼 

１０日（木）生徒会役員選挙 

１４日（月）全校朝礼 

 

８月後半 

２４日（月）始業式 避難訓練（集団下校） 

 

新中ブログ⇒ 

https://3.bp.blogspot.com/-C9l4jn_oClE/U3WdDn9_XvI/AAAAAAAAgmE/O03V3A-iHLo/s800/asagao_hachiue.png
https://4.bp.blogspot.com/-ZmM-YqJHZkA/UYOw7RRXlPI/AAAAAAAARL4/5fokq7yZ2us/s600/kingyo.png

